
 

 
国際ロータリー第2500地区第3分区 

Asahikawa　　 Morning 　　Rotary 　　Club 

旭川モーニング ロータリークラブ 会報 
ホーム ページ http://www.asahikawamrc.com/ 第1080 回 例会 № 02 

７月の月間 テーマ モーニングロータリー会員理解月間 平成30年7月12日（木）　AM7：30～8：30 

本日の例会プログラム 年度会計予算・小委員会活動方針 場所 アートホテル旭川　2Fローアン 
 

　　　　　 
　　　　​会長挨拶　嵯城　俊明　　 

 

先週のクラブフォーラムでは子供への福祉について話し合いをしまし
た。 
そこで私が大人として子供たちに思うことなのですが・・・ 

 
去年話題になりました将棋の世界で活躍をされている藤井聡太君は、

この春に中学校を卒業した２００２年生まれの１５歳です。彼はその若
さにもかかわらず、長い歴史を持つ将棋界でプロ棋士として最多連勝記
録を３０年ぶりに更新する「公式戦２９連勝」、また史上最年少での
「公式戦５０勝」達成など大人の世界で互角以上の戦いをしています。 
これは彼が将棋の一点に集中して地道に反復を繰り返し、掘り下げて

いったからこその成果になります。そして、練習をやり切った想いから
自然と湧き出る自信を身にまとい、棋盤上での戦いを通して最高の経験
をしています。 
実力が物を言う勝負の世界で勝つということはとても大事ですが、そ

れが全てではありません。我々日本人は実力と併せて品格をも重視しま
す。例えるならば日本の国技である相撲の世界で最も強い横綱は最も高
い品格を要求されます。自分自身が向上するために地道な努力を続け、
実力が付いた時に​その​慢心を制御する心も成長していてこそ、初めて心
技体が揃うのではないでしょうか？ 

　        ​子供たちがこれから生き抜いていく時代は何事も国境を越えた地球規模で考えなければならない時代です。 
            全世界が愛と平和で満たされていることが理想ではありますが、現実は戦争と貧困に苦しめられ安全な飲み  
            水さえ無い 地域が数多くあります。その中で我々は日本人であることの誇りを胸に寸分も臆することなく主  
            張すべきは主張をして、その反面で宗教や体制の違う諸外国の多様性を認め、理解していくことが我々日本  
            人の品格ではないでしょうか。  
             是非、確固たる信念と広い視野を子供たちには備えて欲しいと願っています。 
　　　　 
　　　​　ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ我等の生業　四つのテスト唱和 
　　　　​SAA　小林　睦明　　　飯塚　達夫​　　　　 

 

会計補佐　竹村陽一 
 
上期会費の納入を7月
末までに　お願い致
します。 
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親睦委員＆中岡さん 
 

 



 
　　　 
　　　第１１８０回会務報告　木村和哉幹事　　　　　　　　　　　　　 

 

１．国際ロータリー 第２５８０地区 松坂順一ガバナーより、『第１７回
　　ロータリー全国囲碁大会のご案内状』収受。 

　　　　【​日  時】１０月 ６日（土） １０時 開会 
　　　　【会  場】日本棋院本院 １階 対局室（東京・市ヶ谷） 
　　　　【参加料】７,０００円（昼食代、賞品代等含む） 
　　　　＊ 参加の方は、７月３１日（火）までに事務局へご連

絡下さい。 
２．旭川空港ロータリークラブより『第２３回 全国空港ＲＣフォーラム
　　開催のご案内状』収受。 

　　　　​【開催日】９月１６日（日） 
　　　　【開催場所】《フォーラム》ホテルＷＢＦグランデ旭川 
　　　　　　　 　《懇親会》大雪地ビール館 
　　　　【時　間】フォーラム　１６：００～１７：１０ 
　　　　　　　　　記念講演　１７：２０～１８：１５ 
　　　　　　　　　懇親会　１９：００～２１：００ 
　　　　【登録料】１２,０００円 

＊ 参加の方は、７月３１日（火）までに事務局へご連絡下さ
い。  

３．旭川市暴力追放運動推進協議会より、『平成３０年度 夏の暴力と非
　　行の追放運動街頭啓発のご案内状』収受。 

　  　　​【日　時】８月 ３日（金） 午後 ２～３時 
　　  　【集合場所】平和通買い物公園　旧西武Ａ館前（１条通

８丁目） 
　　　　＊ 参加の方は、７月１８日（水）までに事務局へご連

絡下さい。 

　　　 

食事と懇談風景 
 

 
　　　　　　　　​飛弾野・河崎・桑原　​　　　　　　 

＊ 旭川モーニングＲＣ 出席報告 ＊  
＊ 本日の出席 第1180回 例会　総　員　28 名 

7月12日 　出　席　22 名 
出 席 率　78.5％ 

 
＊ 修正出席 第1178回 例会　総　員　28 名 

6月28日 修正出席　25 名 
　修正出席率 　89.29％ 

 
　　ビジター、ゲスト、メークアップ　ございません。

 

　　　　　​竹村♡小柳　　　　　渡邊・武田・小林　　　　　　　笹川・福居・飯塚　　　　　林・石川 

  

　　　　　​　嵯城・木村・坂本　　　　　　　　　宮永・竹村・小川　　　　　　　高見・橋本・伊藤 
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福居恵美子 
例会運営委員長

 
　​会員間の関係が常に透明で、明るく、楽しく、お互いが良き理解者であること
を望みます。 
入会間もない多くの素晴らしい会員が在籍しているクラブなので、その会員が
持ってる個々の魅力を大いに発揮できるように努めます。 
それらは、会長を支え、クラブの力になると信じています。 
 
1、出席率向上に取り組み、会員間の親睦を深める。 
 
2、４つのテスト唱和 
 
3、会員スピーチを多く取り入れ、個々の会員からの情報により、お互いをよく知
り　　合う。 
 
4、会員が必要とする情報連絡事項や、理事会決定事項は速やかに伝え、情報の共
有を図る　ことに努める。 
 

 
武田昭宏 
会員増強委員長

　​　 
 
　​今年度、嵯城会長の方針は　「楽しくなければロータリーじゃない。楽しいだけ
でもロータリーじゃない。人が輝くから会が輝く。」　とは、会員増強　会員維
持　退会防止の　３つの要素があって始めて達成するかと考えます。 
 
　会員増強のポイントには特効薬がありませんが、ロータリーには最高のビジネ

スの場が有り、最高の奉仕の場であり、楽しいプログラムが沢山あり、人間の成

長の場で、人脈づくりの場です。 
　 
また、学びの会ということで皆さんがどうやって、なぜこのクラブに入ったのか

を思い起こし、考え、そして増強活動をしていこうではありませんか！ 
　英知と勇気と情熱をもって行動しよう！！ 

 
 
竹村陽子 
ロータリー財団
委員長

 
 
　​ロータリー財団では、地区内外や海外を含め　人道的、社会奉仕活動、奨学金 
や農業研修の活動を通じて、「世界で良いことをしよう」スローガンを揚げてい
ます。 
　会員各位からの大切な年次基金寄付は、３年後にその50％が地区財団活動資金
（DDF) 
として利用することができます。 
 
今年度は、旭川MRCが国際スポンサーとして　国際奉仕委員会と協力し　3420地
区バリ島 
（クタ）RCとの共同事業、バリ島血液銀行に医療機器を贈るグローバル補助金事
業に協力する予定です。 
 
つきましては、例年同様の２００ドルのご寄付をお願いいたします。 
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河崎高麗男 
会員研修委員長

 

今年度会員研修委員会委員長に指名を頂きました河﨑髙麗男でございま
す。 
又、竹村陽一君が委員として補佐を頂けるようですので二人共々宜しくお願い
致します。 
 
　私は今年度の活動計画書に、ロータリークラブとは何？と聞かれたら 
「私たちのロータリークラブには、より良い地域社会をつくりたいと考える、
行動志向の有志が集まっています」 
「ロータリーには、職業人や地域社会のリーダーが集まり、それぞれの職業の
知識や考え方を生かして、より良い地域づくりに取り組んでいます」 
「 ロータリーの会員は、環境への取り組み、ポリオ撲滅の支援、より良い街
づくりなど、地域に根づいた草の根の活動をしています」 
会員がロータリーのことを知り、また、ロータリアン以外の人たちにもロータ
リーについて知ってもらう様務めましょう。と書きました。 

新会員を教育することは、新会員が末永くロータリーに留まるようにする
ためにも非常に大切です。 

クラブが実施する新会員のための情報プログラムは、国際ロータリーと
ロータリー財団に関して幅広く解説し、クラブ会員の特典や責務に焦点を当て
る必要があります。また、クラブの主なプロジェクトや活動についての概要も
盛り込みながら、今年度は、ロータリーの基本である職業奉仕を学ぶために、
ロータリー歴５年以内の会員のため、年２回、オリエンテーションを開催する
予定です。時間は2時間程度と親睦懇親会の予定です。和気藹々と行いたいと
思います。 

このオリエンテーションはベテラン会員の知恵も借りながら講師をお願い
致す予定でその節はよろしくご協力をお願い致します。 
 

 
飯塚達夫 
親睦委員長

 

 
　親睦委員会は、日々の親睦を通して会員相互の信頼感を醸成し、各委員会活動
が一層活発になる環境作りに貢献します。 
　また、会員増強のために　ゲストが速やかに親しめるよう、歓迎の雰囲気を盛
り上げます。 
ファミリー例会では、各世代が楽しめるようにつとめます。 
どんなときでも笑いを忘れないーが、今期親睦委員会のテーマです。 
 
1、出席率の向上。ﾒｰｷｬｯﾌﾟを含む100％例会の実現。 
2、観楓会、ﾌｧﾐﾘｰxmasﾊﾟｰﾃｨｰ、観桜会の実施。 
3、毎月第一例会の会員誕生祝い。　4、ﾆｺﾆｺBOXのご寄付の増加 
5、ゲスト参加の企画例会で会員増強につなげます。 

 
桑原義彦 
社会奉仕委員長

 

 
　RCの目的は、社会奉仕活動を実践するとともに、会員にその必要性の理解を
促し、 
さらに地域社会の人々も巻き込むことを揚げております。 
　社会が多様化する中、地域社会のニーズに応えるため、様々な分野の社会奉仕
に取り組んでいかなければならないと思っています。 
　従来からの活動の継続とともに、新しい奉仕活動を　自分の足元からひとつひ
とつ加えることに取り組みます。 
 
1、いのちの電話への支援協賛。 
2、ごみのポイ捨て禁止運動への継続参加。 
3、公園ベンチ塗装ボランティア。 
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笹川和廣 
青少年奉仕委員
長

　 
  
本年度の青少年奉仕委員会は従来通り当クラブの細則に基づき、 
青少年が将来社会に役立つ人材となるための諸育成事業等へ、そして青少年が自ら 
活動しようとする奉仕活動への支援につながる様な活動が出来ればと考えます。 
 
また、先月の25周年記念事業で特別講演を頂いた　旭川大学短期大学部の清水准

教授は、旭川市と共に特に恵まれない青少年を対象に子供食堂の取組み等をされて
います。 
今後、先生のご教授も頂きながらその分野への活動も検討していきたいと考えま

すので具体化されましたら、宜しくご検討・ご協力のほどお願い致します。 
 

　その他の分野では、インターアクト、子育てのための支援、青少年のスポーツ振
興、国際友好都市との青少年の交流など、色々な角度からの方向性があります。 

　　　　　　　　　　　　　 
　​　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

坂本信一 
職業奉仕委員長

 

　 
職業奉仕はロータリーの基本理念であり、自らの職業を通して地域社会に奉
仕することは、ロータリアンとして重要だと考えます。 
　例会に積極的に参加し、会員と接する中で得られた知識を生かし、地域社
会に貢献します。 
 
1、４つのテストを　職場や生活のあらゆる場面で　倫理行動を実践する指針
と致します。 
2、職場例会の実施。地域職場の訪問（​旭一​へ訪問予定です） 
3、例会にて　自らの職業を積極的に話すなど相互理解を深めます。 
 

 
 
小川伸治 
米山記念奨学委員長

 

　 
 
 
ロータリー米山記念奨学会は、将来　母国と日本の架け橋となって国際社会
で活躍する優秀な留学生を奨学することを目的としています。 
　当クラブでは募金活動が主になりますが、会員の納得、理解を深めること
が重要と思います。新会員等の勉強会や資料の配付等、意味のあ
る活動で　ハートを大切に一年間活動していきます。 

 

重り合うハートは、「ロータリアン」と「奨学生」を表しています。 
外国人留学生の支援、交流と通じ、国を超えた絆や信頼関係を築き, 
やがて、一人ひとりの胸に世界平和を願う”心”を育てるという  
事業創設の願いが込められています。手は、そうした心を生み出すとともに
当事者がロータリアンの手で支えられていることを表しています。  
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　　　　　　​編集後記　by　林 
　　　　　　　７月１２日の例会時に　高見会員が珍しく作業着で来られていました。 
　　　　　　先日の大雨で浸水被害などのあった旭川市内の視察に行くとのことでした。 
　　　　　　​高見さんのフェイスブック​に　視察の様子がアップされていましたので、 
　　　　　　写真の一部と文を掲載致します。 
　　　　　　　先日の豪雨では　京都、神戸のMRC会員様もご苦労されたことと思います。 
　　　　　　西日本の被災地の方々へ心よりお見舞い申し上げます。 
　　　　　 
　　　　　　​　　　　　　　 

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『大雨被害調査』 
　　　　　　​4日前の7日（土）午後から会派内4名で市内3ヶ所の大雨被害調査を行ってきました。 
　　　　　西日本でも今回の大雨で甚大な被害が出ており、現在では150名を超える死亡者と今なお60名を 
　　　　　超える行方不明者がいます。亡くなられた方々、被害を受けられた皆様に心からご冥福とお見舞い　　　
　　　　　申し上げます。 
　　　　　　旭川市では2年前の台風大雨を受けた同じ箇所が被害に遭われており、しかも前回よりも被害が　　　　
　　　　　大きくなっています。またしてもという心中をお察しすると言葉が出てきません。 
　　　　　河川幅や深さ、防波堤の高さや強度など、河川決壊だけは避けなければなりません。​高見 
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